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　近畿刃物工業株式会社（代表取締役社長 阿
あが た
形清

きよのぶ
信氏）から守口市防犯

委員会提灯21張をご寄贈いただき、守口市防犯委員会（会長：瀬野市長）
から感謝状を贈呈しました。市では、防犯活動の一環として、各地域
の防犯委員が中心となり、活動区域内を警戒巡回する歳末夜警を12月
に積極的に実施しています。今回寄贈いただきました提灯を夜警活動
時などに各地域の詰所に灯し、地域の防犯意識醸成に活用するととも
に、より一層安全・安心なまちづくりに努めてまいります。

　「コロナ禍で、結婚式が挙げられなかったけれ
ど、写真は残したい。」という願いに応えること
がきっかけで実施した花嫁行列も、今年で4回目
となりました。白無垢・色打ち掛けなど、豪華な
婚礼衣装の花嫁たちや、紋付袴の花婿が旭通商
店街を練り歩き、守居神社にて撮影会を行いま
した。

　日本生命保険相互会社から、地域貢献の一環として、
企業版ふるさと納税「子育てファミリー世帯の守口定住
を促す事業」への寄付をいただきました。本市行政の推
進のために、大切に使わせていただきます。
　同社は、本市と公民連携事業の一環で、子育て金融講
座や小学生向け野球教室、中小企業向け助成金セミナー
を開催しました。今後も地域貢献活動のパートナーとし
て、連携事業を推進してまいります。

　イオンモール大日にて、もりぐち夢・未来大使である「ますだおかだ」
の増

ますだ
田さん、元阪神タイガースの岩

いわた
田稔

みのる
さん、瀬野市長による守口地元

トークイベントが行われ、守口のお気に入りの場所や思い出話に花が咲
き、守口の未来についても熱く話し合われました。小学生以下を対象と
する「もり吉グッズが当たるイベント」「もり吉との撮影会」も行い、大
盛況でした。今後ももりぐち夢・未来大使の皆さんと守口を盛り上げて
いきますので、今後のイベントについては、市SNS（2ページ参照）や広
報誌をチェックしてください！
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もりぐち夢・未来大使と市長によるトークイベント

22４

14４

16４

26４

広告のお問い合わせは、株式会社ジチタイアド（℡092-716-1401）へ。広告内容に関する一切の責任は広告主へ帰属します。

Ｖｏｌ．１７
せの市長の

ちょっとえぇやん
皆さん、「風景印」というのをご存じですか？
そういう私もつい先日、知人から聞いて初めて知った

のですが…。
風景印の正式名称は「風景入通信日付印」といい、日本

全国1万カ所以上の郵便局で各地の名所・史跡などにちな
んだものが使用されています。
わがまち守口市にも風景印はありまして、市の花さつ

きの変形外枠に、国の重要文化財・光明寺の木造十一面観
音立像、大阪府の指定天然記念物・妙楽寺のつつじが描か
れており、守口郵便局で押してもらえます。
ちなみにミャクミャクと大屋根リングが描かれた大阪・

関西万博の風景印もあり、万博会場内の2つの郵便局で押
してもらえるようです。
全国各地の風景印を集めてみるのも、ちょっとええや

ん！

　今年度より、広報誌に携
わらせていただくこととな

りました。今年度は、万博での出展もあり、イベント
が盛りだくさんです。イベントで皆さんにお会いでき
ることを楽しみにしています！

 魅力創造発信課　はらだ

問魅力創造発信課
℡06-6992-1353
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詳しくはこちら➡

お誕生日を迎える
未就学児のお子さんの写真を募集中！
8月生まれのお子さんの応募は
6月15日（日）まで

風景印  郵便局
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